
第一部
高レベル放射性廃液の危険性
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連続ウェブ講座 六ケ所再処理工場
何が問題なのか 論点３

2020.5.30 16：00〜18：00
主催：原子力資料情報室
講師三陸の海を放射能から守る岩手の会 永田文夫
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東海・六ケ所再処理工場の重大事故

貯蔵中の高レベル廃液のとてつもない危険性 ➽大型の廃液タンク（120m3）は1

億キュリー以上の放射能を含み，
それは何十億人もの致死量にあた
るものである。

高木仁三郎

東海再処理工場
高レベル放射性廃液は2019.6現在
東海に約340m3，六ヶ所に約220m3貯蔵中
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この下に活断層
工場側へ逆断層として

とう曲構造

高レベル廃液ガラス固化建屋

尾駮沼

放出口沖3ｋｍ
水深44ｍ尾駮港六ヶ所村中心街



赤点線：不溶解残渣廃液
青点線：アルカリ濃縮廃液

過酷事故へ進
行想定建屋
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最も危険な貯槽

高レベル廃液貯槽設
備にある

◯高レベル濃縮廃液
貯槽（120ｍ3☓2基）

◯不溶解残渣廃液貯
槽（70m3☓2基）

放射性物質が濃縮し

絶えず撹拌冷却掃気
が必要です。

加えて臨界量以上の
プルトニウム239が含

まれることがわかりま
した。
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六ヶ所：高レベル廃液１滴に含まれる
放射性物質の量 １滴：0.05ミリリットル
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高レベル廃液
1滴 0.05ml

セシウム137
130000000Bq
経口摂取で
1700mSv被ばく

ストロンチウム90
90000000Bq
経口摂取で
2500mSv被ばく

Cs137とSr90の２核種だけで半数致死線量の
4000mSvを超えてしまいます。
他の核種も多数含まれており1滴で致死線量
7000mSvに近い値になります。

0.52m3の廃液をガラスと混ぜ1本の

固化体にします。この側に立つと約
20秒で致死線量になります。



➽ 高レベル廃液貯槽の冷却喪失
六ケ所工場の最も早い貯槽では
・約24時間で沸騰が始まる。

→新規制基準24時間
・水素が爆発濃度約8時間後

→新規制基準84時間
東海工場については
・約48時間で沸騰が開始され、
・発生水素が爆発濃度に達するの
は約33時間後

以上国へ2011年報告
→新規制基準は2018.7.6報告

＊冷却期間4年→15年，水素4％→8％変更
＊当初原子力学会誌では約15時間で沸騰

し，掃気が止まると約７時間で水素爆発濃度
に達するとあった。

120m3貯槽
直径約6.8ｍ
高さ約4.8m
板厚22ｍｍ

材質
SUS316ULC
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➽ 環境基本法第13条を削除 放射性物質も公害物質
として環境基本法関連法で規制されることになる
しかし環境基準等を定めず骨抜きにされている
2012年６月20日法案成立

第13条 放射性物質による大気の汚染、水
質の汚濁及び土壌の汚染の防止のための
措置については、原子力基本法その他の
関係法律で定めるところによる。

措置：環境基準、公害防止計画、原因者負担等

上記条項は公害対策基本法第８条として昭和４２年８月制定 明文化
されてきた 。これが2012年６月削除された。

※46年もの間放置されてきました。

10



第二部
審査書案を検討する
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審査書案の法的位置付け
原子炉等規制法
第５章再処理の事業に関する規制
第44条 事業の指定
第44条の二第一項 指定の基準
一平和の目的 二重大事故の発生防止，遂行の能力
三経理的基礎 四事業指定基準規則＊

*再処理施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則
第44条の四 変更の許可及び届出
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132020.5.13原子力規制委員会 資料1−2 審査案の概要
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➽高レベル廃液貯槽，不溶解残渣廃液貯槽に臨界を超える
プルトニウム239が含まれる。審査されず！！

2015.12.21審査会資料2−2からわかる
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審査書案Ｐ143 （４）個々の重大事故の発生の仮定 ①臨界事故

臨界事故が起こる可能性がある上記貯槽に，高レベル廃液と不溶解残渣廃液貯槽
は含まれていない。したがって臨界事故について評価されていない

高レベル廃液が蒸発乾固後自己崩壊熱で溶融し始めるがその際，比重が最も大き
いPuは他の核種よりも下部に沈積集合し臨界に達する可能性があるのでは？
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➽高レベル廃液の冷却喪失事故を蒸発乾固までとする
過小評価 ＊そのため，UPZ緊急時防護措置準備区域を
半径5kmと原発の1/6としている。これではガラス固化不要

原理的に起きる事故は起きると考えて対策を！！
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西ドイツ重大事故評価
廃液は600m3

高木仁三郎氏の
六ケ所再処理工場評価は
廃液100m3，
Cs，Sr，Ru１％放出とする控え
めな評価である
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5)

規制委員会・日本原燃は第2段階蒸
発乾固までRu放出のみ評価で終了



➽ 地震の基準地震動は700ガルであり，1.2倍すると840ガルである。岩手宮城県境で
3000ガルを超える地震が起こっているが，これでは大地震が起こると耐えられないのでは
ないか。
➽ 火山の降下火砕物は55cmになっている。３mmの降灰で停電，10cmの降灰で道路は

通行不能，上下水道も処理能力や目詰まりが起こり，目，鼻，のど，気管支に異常が現れ
るという。富士山では16日間噴火が続いた例があるという。高レベル廃液や使用済燃料

プールの冷却が正常にできるとはとても考えられない。このような環境で人は生きていける
のか。
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2020.5.13原子力規制
委員会 資料1−2 審査
書案の概要
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➽ トリチウム等垂れ流し容認 放出基準なし
実効線量を手前勝手過小評価をしている

2020.5.13原子力規制委員会 資料1−2 審査書案の概要 ｐ６
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福島原発汚染水
中のトリチウム総
量は約860兆ベク
レル

➽六ヶ所再処理
から海洋放出さ
れる汚染水中の
トリチウム年放出
管理目標値は
9700兆ベクレル
福島の13倍を1年

間に放出すること
が容認されてい
ます。

これだけ流しても
年0.0019ｍSv

と超手前勝手評
価。経口摂取した
場合1億7千万ｍ
Svになります。
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2006年ころ原子力安全・保安院作成パンフ

海へ年に330000000
ミリシーベルトまで放出可

冷却期間が
4年→15年
になった

ので審査書
から算定す
ると約1億７
千万ｍSvで

す。

冷却期間
が4年

→15年に

なったの
で審査書
では空海
計0.014
ｍSvにな
りました。

空へ年に
約40000000

ミリシーベルトまで
放出可



第15回原子力災害事前対策等に関する検討チーム会合 平成28年11月25日
資料2−1 再処理施設災害対策上のハザード評価 日本原燃

Pu：5.1☓10^12Bq 
は原子炉級Puの場
合約8.8gになる。

高木著「プルトニウ
ムのすべて」CNIC
では
「原子炉級Pu1gは

一般人の年摂取限
度の18億人分とな
る」とあった。

➽このことから左
記5.1☓10^12Bq 
の放出は
158億人の年摂取
限度になる

このような放出を
許していいのか

審査書案p162〜
183

➽
事
故
時
一
五
八
億
人
の
年
摂
取
限
度
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
放
出
容
認
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第三部
破綻している再処理技術

アクティブ試験＊を検証する
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*アクティブ試験：2006年度〜2008年度にかけて実際の使
用済燃料425トンを使用し再処理試験運転が行われPuが
抽出されました。現在もアクティブ試験中になっています。
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これは断層

除去装置の
計画があった
のです



未だに終了していない
アクティブ試験（使用済燃料使用）
ガラス固化失敗続き，終了報告未審査

延期回数 延期期間 延期月数 延期理由

1 2006.4-2007.1 （10） 従業員の被曝

2 2007.2-2007.8 7 耐震入力ミス

3 2007.9-2008.2 6 ガラス溶融炉

4 2008.3-2008.5 3 ガラス溶融炉

5 2008.6-2008.7 2 ガラス溶融炉

6 2008.8-2008.11 4 ガラス溶融炉

7 2008.12-2009.2 3 ガラス溶融炉

8 2009.3-2009.8 6 ガラス溶融炉

9 2009.9-2010.8 12 ガラス溶融炉

10 2010.9-2012.8 24 ガラス溶融炉

11 2012.9-2013.10 14 ガラス溶融炉

12 2013.11-2014.10 12 国の審査

13 2014.11-2015.11 13 国の審査

14 2015.12-2017.11 24 国の審査

15 2017.12-2021.7 44 国の審査 26
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ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
未
回
収
約
二
割
？
？

➽
一
一
五
発
分
の
量
が

原
燃
定
期
報
告
書
か
ら

処理された使用済燃料約425トン
これに含まれていたPuは約１％であり
Puは約4.25トン（燃焼度，初期U濃度で違い が出
るが）

プルトニウム製品6.658トン
「U濃度とPu濃度が等しくなるように混合し
U・Pu混合粉末として缶に充填される」ので
Puは約3.33トン

未回収Puは 0.92トン（920kg）になる
4.25-3.33=0.92

未回収Puは21.6％ 約2割になる
0.92/4.25☓100＝21.6

未回収のPuはどこに消えたの？
→高レベル廃液（約220m3）
→ガラス固化体（346本）
→装置内
→環境 →別途保管
＊Pu約8kgで原爆１個とすると115発分に相当
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再処理工場から3年間（2006.4-2009.3）に環境へ 投棄
された放射能の累計（原燃発表値）

28

クリプトン85（11年） 2200000キュリー：81000兆ベクレル

トリチウム（12年） 500キュリー

炭素14（5700年） 120キュリー

ヨウ素129（1600万年） 0.02キュリー 他ヨウ素131など

トリチウム（12年）60000キュリー：2200兆ベクレル

ヨウ素129（1600万年）0.015キュリー

ヨウ素131（8日） 0.0015キュリー

＊1キュリー= 3.7×10の10乗ベクレル

他にストロンチウム90、セシウム137、134

ルテニウム106、プルトニウム240なども投
棄。今のところ「検出限界以下」とのこと。

「被爆は年に
0.022ｍSv以下

で安全です。保
安院・原燃」「そ
んな！馬鹿な」



ト
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➽
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規
制
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原発放出
トリチウム濃度
限度の何倍か

海洋へ投棄日
２００７年

トリチウムTは水素と同じ

元素です。殆どの場合
水の形で放出されます。
HOH→HOT

本格操業になると、原発トリチウム濃度限度
（6万ベクレル/ℓ）の約2700倍の濃度で１日
置きに海洋へ放出。１回に約550ｍ３

年度
海洋放
出回数

H-3原発濃度

限度の何倍
年平均

H-3海洋
放出量
約 兆Bq

2006 60 250 500

2007 75 560 1300

2008 72 150 360

福島第一タ
ンクの
H-3 総量は
約860兆Bq



➽ 海水中トリチウム濃度測定値操作の疑い
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◯ 原燃は、下北沖海洋へトリチウムを2006年度に
500兆ベクレル、2007年度に1300兆ベクレル、 2008
年度に360兆ベクレル放出しています。
（福一原発汚染水の海洋放出予定総量860兆Bq)

◯ 原燃と青森県は分担し海洋放出口の直上やそ
の南北各5キロメートル、20キロメートル先で海水を
50～60 回測定し、トリチウムが全て不検出（２Bq/㍑

の検出限界）とはあまりに不自然。原燃と青森県に
よる海洋モニタリングデータを操作している可能性
が強い。

※同じ海洋海域のトリチウムを調べている東北電
力，環境科学技術研究所では同時期にかなりの頻
度で検出している事実，東海再処理工場，英仏再
処理工場の海洋水データも同様。

※原子力学会の「下北沖海域における海洋中放射
性核種移⾏予測システムの構築とケーススタディ」
を見ても不検出は不自然だ。
→三陸沿岸からの反発を恐れたためでは？
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海洋放出トリチウム量ー尾駮港海水トリチウム濃度図

海洋放出トリチウム量 尾駮港トリチウム濃度
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http://sanriku.my.coocan.jp/osenmap.pdf

http://sanriku.my.coocan.jp/Bside.pdf

http://sanriku.my.coocan.jp/osenmap.pdf
http://sanriku.my.coocan.jp/Bside.pdf
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六ケ所再処理工場



両再処理工場の高レベル廃液とガラス固化体推
移
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東海再処理工場

＊東海ではガラス固化を2016年1月，9
年ぶりに開始
2013.2残廃液394m3(参質183-31)

2014.10残廃液373m3（IAEA報告）
2016.1残廃液372m3(参質196-53)

2016.1〜2017.6 稼働固化体59本製
造後中断（100本予定，白金族によるト
ラブル）
2018.4残廃液338m3 （参質196-53)

2019.7.6〜７下旬稼働固化体7本(廃液
4m3 ?)製造後中断（50本予定，原因調
査中）

六ケ所再処理工場

＊六ヶ所ではガラス固化体を
2007.11〜2008.1稼働固化体57本

製造後中断
2008.10〜2008.12稼働後

中断(白金族）
2009.1〜稼働，中断繰り返し
2012.1 残廃液233m3

◯B炉試験終了2012.12〜2013.1
2013.2残廃液202m3(参質183-31)
◯A炉試験終了2013.5
〜2013.6 固化後長期中断中
2015.3残廃液223m3 （参質189-55)
2018.4残廃液223m3 （参質196-52)

廃液閉込め
0.59m3/本

廃液閉込め
0.52m3/本 参質183-31とは，183国会

参議院質問主意書31号
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34m3

59本製造
９％

338m3

571 91

30m3

57本製造

95m3

289本製造
27%

223m3

430 64%

六ケ所
発生した
高レベル
廃液
348m3

A炉，B炉試験終了報告は未審査

➽両再処理工場とも高レベル廃液のガラス固化に失敗
その根拠図 国産技術にこだわっている状況ではない

東海再処理工場
2016.1以降

高レベル廃液量と
ガラス固化体数

六ケ所再処理工場
アクティブ試験発生
高レベル廃液量と
発生ガラス固化体数

東海
2016.1時点
高レベル廃液
372m3

2007.11.4〜2008.1.18

2008.2〜2013.7

2012.12-2013.1
B炉試験終了
2013.5
A炉試験終了

残廃液が増加
Cs量変わらず
ガラス閉込め量
0.33m3/本と
少ない

2016.1.28〜2017.6.4
100本製造予定
白金族堆積で中断

2019.7.6再開 7本製造し7月末トラブルで
中断中。11月中旬までに50本製造予定だった ガラス固化閉込め計画 東海0.59m3/本，六ケ所0.52m3/本
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製造工場 固化体：廃液
137Cs閉込量Bq/本
2012.12に換算 比較 備考 (廃液中Cs濃度は2013.2公表)

英国* 28本 :不明 （3.3〜4.5）☓1015

平均 3.9☓1015

１ 容器150L，2003〜2005製返還固化体
AVM法ガラス固化

東海 59本：34m3 容量110Lを150Lへ換
算 2.48☓1015

0.64 容器110L，2016製造
廃液の137Cs濃度3.2☓1015Bq/m3

LFCM法ガラス固化

六ケ所 289本：95m3 0.86☓1015 0.22 容器150L 2008〜2013製造
廃液の137Cs濃度2.6☓1015Bq/m3

LFCM法ガラス固化

*英国セラフィールド再処理工場からの返還固化体には，各々に閉込められている
核種とその量がα核種とβ・γ核種に分けて放射能濃度が記載されている。

➽ 六ケ所は英返還固化体の約二割のセシウム137閉込め効率！
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2012年5～7月ガラス溶融炉Ｂ系事前確認試験終了

2012年8月 ガラス溶融炉Ａ系事前確認試験終了

2012年9月 原子力規制委員会設置

2012.12.7 ガラス溶融炉B系列試験開始（固化体25本）
（2013.1.4試験終了、1.16終了報告）

2013.1.31
2013.5.8 ガラス溶融炉A系列試験開始（固化体25本）

（2013年5.26試験終了、5.31終了報告）

2014.1.31

高レベル
実廃液使用

高レベル実廃液
使用せず

高レベル実廃液
貯蔵量202m3

高レベル実廃液
貯蔵量203m3
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<1993.4 再処理工場着工（当初1997年に稼働予定であった）>

2001.8 使用済燃料貯蔵プール漏水（2003.2、2005.6にも同施設で漏水）

<2006.3.31 アクティブ試験（実際の使用済燃料使用）開始（2007.8本格操業予定）>

2008.10 ガラス溶融炉に不溶解性残渣廃液（白金族を含む）廃液投入により白金族堆積炉内悪化

2008.12 ガラス溶融炉天井レンガ脱落(2010.6回収) 

2009.1.22 ガラス溶融炉建屋で高レベル廃液約150㍑が漏えい、回収16㍑

（2月・3月排水モニターに異常波形、廃液回収量不明）

2010.7.30 高レベル廃液濃縮蒸発缶温度計部腐蝕による漏洩（以降加圧しそのまま運転）

＜2011.3.11 福島第一原発事故＞

2015.8.2 落雷により工場の主要建屋の計器が破損、270カ所の計測器に保安器設置

2016.12.14 ウラン濃縮工場で副社長ぐるみの虚偽報告が発覚、報告徴収命令が出される

2017.8 非常用電源建屋に配管ピットから雨水0.8トン流入、ピットの点検を14年間していなかったことがわか

り，それまで原子力規制委員会へ虚偽報告をしていたことが発覚する。報告徴収命令が出る

六ケ所再処理工場の“主な事故・トラブル”



➽過酷重大事故を本当に
防ぐことができるのか

大地震（700ガル：375ガルで建設された施設は？）700ガルを超える

大地震が頻繁に起こっているが？

火山・カルデラ噴火（55CM）人が生きていけないのではないか？

大落雷（270KA）：これを超える落雷がきたときは？測定器が破損し

制御できなくなるのでは？敷地内最大値211ＫAの1 .3倍にしているが

国内の最大値を用いるべきだ

戦争：核施設が狙われる，絶対に戦争を避けなればならないその合意は

できているのか ◯ミサイル攻撃 ◯電磁波攻撃 ◯その他

＊戦争は外部事象に含まれていないが，確率は高い

その他（ウィルス感染，ヒューマンエラー等想定外事象等などもある）
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高レベル
廃液
・・・

使用済燃
料プール

沸騰
→蒸発乾固
→溶融
→揮発・
硝酸塩爆発
・・・
冷却水喪失
→メルトダウ
ン
→揮発

冷
却
喪
失

過
酷
重
大
事
故

このようなことに絶対ならないよう
に，監視しつつ，パブコメを提出し
ましょう

再処理過酷重大事故は被害が北半球に及びますが，事故の確率はかなり高い！


